
(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事

 １ 地中埋設標　　　　　・ 要　　　　　　　　　・ 不要

○
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般
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事
 
項
 
２

　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。

　17 耐震安全性の分類と耐震施工

　16 コンクリート工事

15 配　　　　　管

○
○

(電気設備)

　　　　　　　 　　・ 火災報知受信機　　　・ 中央監視装置　　　　・ 

　　　　　　　 　　・ 直流電源装置　　　　・ 交流無停電電源装置　・ 交換機

　　　　重要機器　 ・ 配電盤　　　　　　　・ 受変電設備　　　　　・ 発電設備

　　　設計用水平震度
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及び塔屋

上層階,屋上

中間階

地下・１階

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

一般機器重要機器一般機器重要機器

一般の施設特定の施設
機器種別設置場所

　　　による。水槽類は満水時の液体重量を含む総重量とする。

　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次

　　1) 設計用水平地震力

○

　　法人建築研究所監修）による。

　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）

　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類

　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類

 　(2) 鉄　　　筋 　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )

11/18～3/129/2～11/177/18～9/13/13～7/17

　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )

 　(1) 普通コンクリート

　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 24N/mm2-15-25 )

　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート

3 N/mm2 3 N/mm2 6 N/mm26 N/mm2補正値

打設日

　　　　構造体コンクリートの強度補正値

 ２ 溶接部の非破壊検査　　　　・ 要（抜取率　・標準仕様書による　　・　　　％）

 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。

　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　

　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：　　　　　　）

○
○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○○

１ ○

○１

　28 建設現場の遠隔臨場に関する

　27 電　子　納　品

　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。

 ２ 埋設表示テープ　　　・ 要        　　      ・ 不要

14 ビニル管の布設

13 埋設管の防食処理

12 地中埋設標等

　砕石100mm、山砂管上100mmとする。

(電気設備)　原則として、管の上端より一般敷地では600mm以上、車両通路では800mm以上とする。

　その他の部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。

(機械設備)　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm　　・　　　　　）、

11 管の地中埋設深さ

　10 土　　工　　事

　９ 建築物又は工作物の

　８ 足場、さん橋類

　７ 建築工事との取合

　６ 認定リサイクル製品の使用

　５ 仮　　設　　備

　４ 施 工 従 事 者

　500kW以上の自家用電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

　　一般用電気工作物及び自家用電気工作物においては、法令で定める電気工事士とする。なお、需要設備

　仮設備項目（ ・ 受変電設備　　・ 発電設備　　・　　　　　　　　）

　仮設備期間（ ・ 図示　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　・ 内部足場（脚立、足場板等）　・ 外部足場（・枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場）

 　(3) 地業工事

 　(2) 埋め戻し及び盛土

 　(1) 残土処理

　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）

　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。

　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公

　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂

　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積

　それらに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。

　ける保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及び

　　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業にお

　　　　り据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うものとする。

　　　※足場の設置においては、「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」における2の(2)手す

　・ 本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）

　・ 別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）

　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。

　工事区分表によるほか、次による。

 　 を使用する。

　・ 「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」に基づき、パイロット工事として下記の製品

　　　 　へ変更できるものとする。

　　 　※ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督職員と協議し、通常製品(新材で製造された製品)

 　 ループに区分されている製品を使用する。

　・ 下記の品目については、「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」において優先利用グ

　　　　　　　解体等の作業

 　(2) 機器の基礎

 　(1) 開口部補強筋

製品名規　格品　目工　種

規　格品　目工　種

　１ 適 用 基 準 等○

  ２ 施　工　条　件

　３ 技能士の適用

　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　施工時間、工程、安全対策、工事用道路、仮設設備等は監督職員と協議する。○

○

○

　　 試行工事

○

○
○
○
○

　　　・ 工事写真　　・ 施工計画書　　・ 完成図(CADデータ)　　・ 参考図(ラスターデータ)

　・ 電子納品対象工事（以下に記す書類を電子納品する。）

○
　・ 完成図CADデータ

　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　　部　　・ 縮小版　　部 　(5) 完成時の図書

 　(4) その他

 　(3) 機材の仕様

　監督職員の指示する書類。

　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。

　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　　 部

　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部

　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部

　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影 　(2) 工事写真

　・ 保全に関する資料

　26 提 出 図 書 等○ 　標準仕様書によるほか次による。

　着工時　・ 原図版　　部　　・ 縮小版　　部 　(1) 設計図の製本

　14 暴力団関係者から不当な

  13 主任技術者又は監理技術者の

　12 現場代理人の工事現場に

　11 施　工　機　械

　10 工事用仮設物

　９ 工事用電力・水その他

　８ 監督職員事務所

　７ 電気保安技術者

　６ 発生材の処理等○

○
　　　　 介入を受けた場合の措置

　とともに、警察に届け出なければならない。

　の旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督職員に報告する

　ればならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにそ

　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督職員に報告するとともに、警察に届け出なけ

　　受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ

○

○

○

回収し、適正に処理する。

※舗装切断作業に伴い、切断機械から発生する排水については、排水吸引機能を有する切断機械等により

　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）

　　(5)橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行

     　われている期間

○

　　(4)(1)又は(2)に類した理由で、工事が不稼働である期間

     　後片付け等のみが残っている期間

    (3)工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、

    (2)自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間

    (1)請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間 　　専任を要しない期間

　次のいずれかに該当し、かつ、その期間が書面により明確となっている場合については、専任を要しない。

○
○

○

○
○
○
○
○

　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間

　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間

　　 おける常駐を要しない期間

　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における

　常駐を要しない期間として取り扱う。

　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出

　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出

　・ マニフェスト管理一覧表の提出

　・ 設けない　　・ 設ける

　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない

　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。

　構内につくることが　　・ できる　　・ できない

　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。

・電気設備工事

１  共　通　仕　様

(4)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

・機械設備工事

 ・ （ ・ 建築　・ 電気設備　・給排水衛生　・ 空調設備 ）特記仕様書の一般共通事項１を適用する。

Ⅱ．工 事 仕 様

(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。

(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

2.  特　記　仕　様

○

○
○
○

○

○

○

　５ 材料・機材の品質等

　４ 環境への配慮

　３ 個人情報の取扱いについて

　２ 下請関係の適正化

　１ 工事実績情報の登録

　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）

　　できる。

　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが

　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾

 ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな

　　有するものとする。

 １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の

　　認定を受けた材料

　　ヒド発散建築材料

　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ第　三　種

　　認定を受けた材料

　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の

　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び

該当する建築材料ホルムアルデヒドの放散量

　　　　規 制 対 象 外

　　ホルムアルデヒドの放散量

　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ

　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発

　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、

　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ

　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。

　　(4)を満たすものとする。

 ２ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から

　・ 適用する。

　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　(3) 安定的な供給が可能であること。

　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。

 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備

　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料

　　の提出を省略することができる。

 ・ 本仕様書の一般共通事項１を適用する。  一般共通事項の適用
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一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
１

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

備　考
別 表 第 一

消防法施行令

（㎡）

延 面 積 
階　数構　造建　物　名　称

２　建 物 概 要 

１　工 事 場 所

Ⅰ．工 事 概 要

○

○

○○

○

○
○

○

○
○

○

○

○

○
　械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。

○

　　2) 設計用鉛直地震力

　　3) あと施工アンカー

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　　※機器据付にかかるものは事前に鉄筋探査を実施する。

　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要

　　系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機　18 運転操作説明板

○ ○

 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。

 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。○

　　<施工関係>

　・その他特記事項 
・
 
そ
 
の
 
他

○

18

17

16 点検口は、点検時に支障とならない位置に設置し用途表示（点検口裏）を行う。

15 変更等が生じた場合は、施工に必要な計算を行い、監督職員の承諾を得ること。

14 資材置場、駐車場等は指定区域内とし、近隣・周辺に迷惑等がかからないように整理整頓をする。

13 既設物、既存物等の損傷は原因者負担で、現況に復旧する。

手続きに必要な業務は本工事に含むものとする。

12 補助金事業である場合は、それに伴う会計検査の立会・資料の作成等補助金関係の

11 本工事に関わる諸官庁からの行政指導については請負額の中で処理するものとする。

指示に従い本工事請負金額内で施工する。

尚、設計図書に明記なくとも機能上・構造上当然必要と認められるものは監督職員の

は疑義が生じた場合はすべて監督職員の指示に従うこと。

10 図面間もしくは、図面と共通仕様書が相違する場合・明記等が不足している場合、又

 9 その他必要事項については監督職員と協議し現場の運営にあたること。

事務所指定のフォームに準じ作成し提出する。

 8 竣工図等については、特記仕様書に定めるものの他、竣工図等のデーターも設計監理

答を受けるものとする。（落札決定後の意義申立ては受付けない）

設計図書等の不明箇所及び食い違い等については、現場説明時に質疑を提出し回

算を行うものとする。

 7 本工事の契約は図面及び仕様書に基づくものであり、受注者は設計図書を熟読し積

 6 竣工後の建物保全に留意し、緊急の対処可能なサポート体制を計画する。

合も基本的に請負額の中で対応するものとし工事費の増減は行わないものとする。

調査の結果、本書･設計図書及び質疑回答書等に無い予期せぬ事態が発生した場

 5 工事に先立ち改修箇所の調査を行うこと。

わないものとする。

但し、変更に伴う費用は請負額の中で処理するものとし基本的に工事費の増減額は行

 4 変更が生じた場合には建築主並びに監督職員と十分に協議を行い施工する。

　載したものとする）

（総合プロット図とは建築施工平面図に電気及び機械設備の記号（凡例共）を記

 3 施工図作成前に総合プロット図を作成し、監督職員の承諾を得ること。

 2 振動を伴う機器類の取付・据付には運転時緩み等が発生しない様に対策を講ずること。

 1 屋外取付け部材等は防錆対策を施すこと。

EPS等に設置する、ケーブル・配管等は、銘板等で表示すること。

既設建物内の不要な設備は全て撤去とする。

20

19 文化財保護法を十分に理解の上、施工すること。

既設建物において配管・配線が露出する場所は意匠を損なわないように施工すること。

 
・
 
撤
 
去
 
工
 
事

　・ 再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 引渡しを要するもの（ ・ 図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　 同上の処理方法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　図示による。

　・ アスベスト含有分析調（ ・ 定性分析　　・ 定量分析）ただし費用は別途とする。

　　 平成18年8月21日　基安化発第0821002号）におけるJIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方

　　 分析方法は「建材中の石綿含有率の分析方法について」（厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質

 ２ 冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。

 １ 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収及び

　　破壊の実施の確保等に関する法律」による。

　　（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し

　　（イ）フロン類引取証明書

　　ただし、冷媒の回収等の費用は（　・ 本工事　　・ 別途　）とする。

　　 法」による。

 ・ 撤去方法　（ ・ 図示による　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（ウ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）

　１ 撤　去　内　容

　２ 支 持 金 物 等

　３ アスベスト含有調査等

　４ 冷媒（フロン類）の回収

　５ 発生材の処理等

　ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。

　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　屋外）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。○○
○

○○  １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　

 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。

○

○○○

 ２ 事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

　コンクリート埋設部のＸ線探査は（ ・ 要　　・ 不要 ）とする。

　既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。

　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）

○

（14）屋外設置の弁計装配管等のプルボックス等には用途表示を行うこと。

（13）屋外設置の弁図示なくとも、水抜き弁、分岐弁、温度計、圧力計、風量測定口等、

　　　施工・管理上必要と思われる設備を見込むこと。

　　　但し、最低150mm以上とする。

（12）屋外設置の弁間接排水は、排水口空間を排水管の直径の２倍以上設ける。

（11）屋外設置の弁保守に必要な設備にはキャットウォークを設けること。

　　　排水溝に放流のこと。

（10）屋外設置の弁ポンプの排水類は間接排水とし、図示なくとも配管で最寄りの排水桝、

（ 9 ）屋外設置の弁水槽内の金物類はSUS鋼鋼材（304）とする。

（ 8 ）屋外設置の弁（弁棒）には防錆対策を設けること。

（ 7 ）PS内のダクト、配管には銘板等で明示すること。

（ 6 ）点検口は、点検時に支障とならない位置に設置し用途表示（点検口裏）を行う。

　　　　監督職員の指示により行い、工程に支障が起きないように努めること。

（ 5 ）受注者は、圧力損失、ポンプ揚程、配管・ダクトサイズ等の施工に必要な計算を

（ 4 ）振動を伴う機器類の取付・据付には運転時緩み等が発生しない様に対策を講ずること。

（ 3 ）防火区画貫通部の仕様は標準仕様書及び認定工法とする。

（ 2 ）屋外取付け部材等は防錆対策を施すこと。

（ 1 ）インバータ制御機器は全て、高調波対策品とする。　　<共通>

　 を貫通する配管については、認定工法により措置を行なう。

・ 給排水設備は令129条の2の5の規定に従う。防火区画及び､防火上主要な間仕切り

・ 各特殊排水処理設備の仕様構造については関係機関と協議確認後に施工する。

・ 土間下配管の支持は床筋から鋼製吊金物施工とする。　　<給排水衛生設備>

　 すべてドレン管を設け、最寄雨水側溝まで配管を行うこと。

・ 屋上に設置する空冷ヒートポンプエアコンやチラー等、ドレンを排出する室外機には

　 設置する防火ダンパーについては、認定品を用いる。

・ 防火区画及び、防火上主要な間仕切りを貫通するダクト、延焼ラインにかかるダクトに

・ 厨房フードにステンレス鋼製コック又は、プラグを取り付ける。

・ 給・排気ファンの各給・排気ダクトの接続はキャンパス継手にて接続のこと。

・ ベントキャップはSUS製とし、指定色焼付仕上げとする。

・ 排煙ダンパー及び排煙口は遠方復帰形とし､本体～操作函との連絡線は本工事とする。

・ 空調機、ファンユニット等のグリース給油を必要とする場合は遠隔給油口を設けるものとする。

・ 露出ファンコイルユニットの背面及天部に外板と同種のカバー板を取り付ける。

・ 煙突、煙道に排水弁32Aとレジスターを取り付ける。

・ 煙道の曲り部には掃除口を取り付ける400Φ以上のものは蝶番付とする。

・ 煙道板厚：300Φ以下は3.2mm，301Φ以上は4.5mm以上とする。　　<空調設備>

 　編)最新版」、「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)最新版」及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)

 　最新版」による。

(2)　建築工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

(3)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事

 　編)最新版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)最新版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)

 　最新版」による。

　個人情報の取扱い特記事項による。

１０

○

７

　　本工事は、受発注者の移動時間の削減や、感染症拡大予防のため、建設現場の遠隔臨場に関す

　る試行要領の内容に従い、実施することができる。

　　 電気設備工事編　最新版」

　　 機械設備工事編　最新版」

　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(最新版)による工事写真撮影ガイドブック

　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(最新版)による工事写真撮影ガイドブック

○ ○
○

○

○

○

○

 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針最新版」（独立行政

○

　20 容量等の表示

24 は　　つ　　り

25 ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設部のＸ線探査

26 穿　孔　作　業

27 ス　リ　ー　ブ

29 電　気　工　事

　30 吊り及び支持金物

○

富山県県黒部市石田　地内

鉄骨造 地上２ 992.80㎡

○

○

○
○

○
○

○

○

　重要機器　 ・ ボイラー　　　・ 冷凍機　　　　　・ 冷温水機　　　　・ 冷却塔

　(空調設備)

　・ 　(給排水衛生設備)

　　　　 　　・ 中央監視装置　　・ 空気調和機（ ・ ﾕﾆｯﾄ形　・ ｺﾝﾊﾟｸﾄ形　・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形）

　　　　 　　・ 水槽類（ ・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）　・ 排煙設備機器

　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建の場合は上層３階、

　13階建以上の場合は上層４層とする。

　　　　 　　・ 消火設備機器

　　注1) 上層階の定義は次による。

　　注2) 水槽類にはオイルタンク等を含むものとする。

　重要機器　 ・ 水槽類（ ・開放式貯湯槽　・　　　　　　・　　　　　　）

　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　　(給排水衛生設備)

　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定

　　　・ 飲料水の水質の測定

・ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則第4条第3項ｲで定められた16項目 ）

( ・ 水質基準に関する省令(平成15年厚生労働省令)に基づく50項目及び消毒の残留効果

　　　・ 風量調節　　　・ 水量調節　　　・ 室内外空気の温湿度の測定

　　　・ 室内気流及びじんあいの測定　　 ・ 騒音の測定

(空調設備)

　・ 本工事　　　・ 別途

○ ○

○ ○ ○
○

○

○

○

○

○
7

 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。

　　なお、保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・給湯以外

　　の暗渠内（ピット内を含む）及び屋外多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用する

　　ものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保温材を使用するものとする。

 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。

 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる

　　を使用する。

 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材

 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370

　　　-黒管は除く)。・ 機械室内　　・ (　　　　　)

 １ 適用の基準は以下の通りとする。

　　・機械設備：標準仕様書第２編第３章第２節による。

　　・電気設備：標準仕様書第１編第２章第７節による。

　　屋外及び多湿箇所は( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。

　　金属製のカバーによる外装を施す。なお、屋内用は（・カラー亜鉛鉄板　・　　　　　）、

○

○

○

○
○

○  １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。

 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

 １ 使用する機材等に「グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合するものとする。

　環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。

○
○

○
○

○

○
○

○

○ ○

○
○

 １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」による耐震安全性の分類は下記による。

○
○

○
○

　19 総　合　調　整

　21 保　　　　　温

　22 弁類の保護カバー

23 塗装及び防錆工事

　28 試　　　　　験

くろべ工房石田 新築工事 日付工事名称

図面名称 縮尺

図面番号
　記事

2026.06

機械設備　特記仕様書１
A3:－

A1:－
M-01

機　械１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

富山県黒部市田家新899-1

山口設計
ｔｅｌ (0765)52-1180
Ｆａｘ (0765)57-2280

(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事

 １ 地中埋設標　　　　　・ 要　　　　　　　　　・ 不要

○

 
・
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
２

　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。

　17 耐震安全性の分類と耐震施工

　16 コンクリート工事

15 配　　　　　管

○
○

(電気設備)

　　　　　　　 　　・ 火災報知受信機　　　・ 中央監視装置　　　　・ 

　　　　　　　 　　・ 直流電源装置　　　　・ 交流無停電電源装置　・ 交換機

　　　　重要機器　 ・ 配電盤　　　　　　　・ 受変電設備　　　　　・ 発電設備

　　　設計用水平震度

0.6

0.6

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

2.0

2.0

及び塔屋

上層階,屋上

中間階

地下・１階

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

一般機器重要機器一般機器重要機器

一般の施設特定の施設
機器種別設置場所

　　　による。水槽類は満水時の液体重量を含む総重量とする。

　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次

　　1) 設計用水平地震力

○

　　法人建築研究所監修）による。

　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）

　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類

　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類

 　(2) 鉄　　　筋 　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )

11/18～3/129/2～11/177/18～9/13/13～7/17

　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )

 　(1) 普通コンクリート

　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 24N/mm2-15-25 )

　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート

3 N/mm2 3 N/mm2 6 N/mm26 N/mm2補正値

打設日

　　　　構造体コンクリートの強度補正値

 ２ 溶接部の非破壊検査　　　　・ 要（抜取率　・標準仕様書による　　・　　　％）

 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。

　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　

　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：　　　　　　）

○
○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○○

１ ○

○１

　28 建設現場の遠隔臨場に関する

　27 電　子　納　品

　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。

 ２ 埋設表示テープ　　　・ 要        　　      ・ 不要

14 ビニル管の布設

13 埋設管の防食処理

12 地中埋設標等

　砕石100mm、山砂管上100mmとする。

(電気設備)　原則として、管の上端より一般敷地では600mm以上、車両通路では800mm以上とする。

　その他の部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。

(機械設備)　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm　　・　　　　　）、

11 管の地中埋設深さ

　10 土　　工　　事

　９ 建築物又は工作物の

　８ 足場、さん橋類

　７ 建築工事との取合

　６ 認定リサイクル製品の使用

　５ 仮　　設　　備

　４ 施 工 従 事 者

　500kW以上の自家用電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

　　一般用電気工作物及び自家用電気工作物においては、法令で定める電気工事士とする。なお、需要設備

　仮設備項目（ ・ 受変電設備　　・ 発電設備　　・　　　　　　　　）

　仮設備期間（ ・ 図示　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　・ 内部足場（脚立、足場板等）　・ 外部足場（・枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場）

 　(3) 地業工事

 　(2) 埋め戻し及び盛土

 　(1) 残土処理

　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）

　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。

　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公

　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂

　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積

　それらに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。

　ける保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及び

　　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業にお

　　　　り据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うものとする。

　　　※足場の設置においては、「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」における2の(2)手す

　・ 本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）

　・ 別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）

　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。

　工事区分表によるほか、次による。

 　 を使用する。

　・ 「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」に基づき、パイロット工事として下記の製品

　　　 　へ変更できるものとする。

　　 　※ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督職員と協議し、通常製品(新材で製造された製品)

 　 ループに区分されている製品を使用する。

　・ 下記の品目については、「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」において優先利用グ

　　　　　　　解体等の作業

 　(2) 機器の基礎

 　(1) 開口部補強筋

製品名規　格品　目工　種

規　格品　目工　種

　１ 適 用 基 準 等○

  ２ 施　工　条　件

　３ 技能士の適用

　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　施工時間、工程、安全対策、工事用道路、仮設設備等は監督職員と協議する。○

○

○

　　 試行工事

○

○
○
○
○

　　　・ 工事写真　　・ 施工計画書　　・ 完成図(CADデータ)　　・ 参考図(ラスターデータ)

　・ 電子納品対象工事（以下に記す書類を電子納品する。）

○
　・ 完成図CADデータ

　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　　部　　・ 縮小版　　部 　(5) 完成時の図書

 　(4) その他

 　(3) 機材の仕様

　監督職員の指示する書類。

　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。

　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　　 部

　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部

　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部

　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影 　(2) 工事写真

　・ 保全に関する資料

　26 提 出 図 書 等○ 　標準仕様書によるほか次による。

　着工時　・ 原図版　　部　　・ 縮小版　　部 　(1) 設計図の製本

　14 暴力団関係者から不当な

  13 主任技術者又は監理技術者の

　12 現場代理人の工事現場に

　11 施　工　機　械

　10 工事用仮設物

　９ 工事用電力・水その他

　８ 監督職員事務所

　７ 電気保安技術者

　６ 発生材の処理等○

○
　　　　 介入を受けた場合の措置

　とともに、警察に届け出なければならない。

　の旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督職員に報告する

　ればならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにそ

　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督職員に報告するとともに、警察に届け出なけ

　　受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ

○

○

○

回収し、適正に処理する。

※舗装切断作業に伴い、切断機械から発生する排水については、排水吸引機能を有する切断機械等により

　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）

　　(5)橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行

     　われている期間

○

　　(4)(1)又は(2)に類した理由で、工事が不稼働である期間

     　後片付け等のみが残っている期間

    (3)工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、

    (2)自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間

    (1)請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間 　　専任を要しない期間

　次のいずれかに該当し、かつ、その期間が書面により明確となっている場合については、専任を要しない。

○
○

○

○
○
○
○
○

　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間

　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間

　　 おける常駐を要しない期間

　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における

　常駐を要しない期間として取り扱う。

　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出

　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出

　・ マニフェスト管理一覧表の提出

　・ 設けない　　・ 設ける

　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない

　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。

　構内につくることが　　・ できる　　・ できない

　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。

・電気設備工事

１  共　通　仕　様

(4)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

・機械設備工事

 ・ （ ・ 建築　・ 電気設備　・給排水衛生　・ 空調設備 ）特記仕様書の一般共通事項１を適用する。

Ⅱ．工 事 仕 様

(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。

(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

2.  特　記　仕　様

○

○
○
○

○

○

○

　５ 材料・機材の品質等

　４ 環境への配慮

　３ 個人情報の取扱いについて

　２ 下請関係の適正化

　１ 工事実績情報の登録

　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）

　　できる。

　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが

　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾

 ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな

　　有するものとする。

 １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の

　　認定を受けた材料

　　ヒド発散建築材料

　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ第　三　種

　　認定を受けた材料

　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の

　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び

該当する建築材料ホルムアルデヒドの放散量

　　　　規 制 対 象 外

　　ホルムアルデヒドの放散量

　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ

　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発

　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、

　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ

　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。

　　(4)を満たすものとする。

 ２ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から

　・ 適用する。

　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　(3) 安定的な供給が可能であること。

　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。

 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備

　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料

　　の提出を省略することができる。

 ・ 本仕様書の一般共通事項１を適用する。  一般共通事項の適用

 
・
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
１

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

備　考
別 表 第 一

消防法施行令

（㎡）

延 面 積 
階　数構　造建　物　名　称

２　建 物 概 要 

１　工 事 場 所

Ⅰ．工 事 概 要

○

○

○○

○

○
○

○

○
○

○

○

○

○
　械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。

○

　　2) 設計用鉛直地震力

　　3) あと施工アンカー

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　　※機器据付にかかるものは事前に鉄筋探査を実施する。

　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要

　　系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機　18 運転操作説明板

○ ○

 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。

 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。○

　　<施工関係>

　・その他特記事項 
・
 
そ
 
の
 
他

○

18

17

16 点検口は、点検時に支障とならない位置に設置し用途表示（点検口裏）を行う。

15 変更等が生じた場合は、施工に必要な計算を行い、監督職員の承諾を得ること。

14 資材置場、駐車場等は指定区域内とし、近隣・周辺に迷惑等がかからないように整理整頓をする。

13 既設物、既存物等の損傷は原因者負担で、現況に復旧する。

手続きに必要な業務は本工事に含むものとする。

12 補助金事業である場合は、それに伴う会計検査の立会・資料の作成等補助金関係の

11 本工事に関わる諸官庁からの行政指導については請負額の中で処理するものとする。

指示に従い本工事請負金額内で施工する。

尚、設計図書に明記なくとも機能上・構造上当然必要と認められるものは監督職員の

は疑義が生じた場合はすべて監督職員の指示に従うこと。

10 図面間もしくは、図面と共通仕様書が相違する場合・明記等が不足している場合、又

 9 その他必要事項については監督職員と協議し現場の運営にあたること。

事務所指定のフォームに準じ作成し提出する。

 8 竣工図等については、特記仕様書に定めるものの他、竣工図等のデーターも設計監理

答を受けるものとする。（落札決定後の意義申立ては受付けない）

設計図書等の不明箇所及び食い違い等については、現場説明時に質疑を提出し回

算を行うものとする。

 7 本工事の契約は図面及び仕様書に基づくものであり、受注者は設計図書を熟読し積

 6 竣工後の建物保全に留意し、緊急の対処可能なサポート体制を計画する。

合も基本的に請負額の中で対応するものとし工事費の増減は行わないものとする。

調査の結果、本書･設計図書及び質疑回答書等に無い予期せぬ事態が発生した場

 5 工事に先立ち改修箇所の調査を行うこと。

わないものとする。

但し、変更に伴う費用は請負額の中で処理するものとし基本的に工事費の増減額は行

 4 変更が生じた場合には建築主並びに監督職員と十分に協議を行い施工する。

　載したものとする）

（総合プロット図とは建築施工平面図に電気及び機械設備の記号（凡例共）を記

 3 施工図作成前に総合プロット図を作成し、監督職員の承諾を得ること。

 2 振動を伴う機器類の取付・据付には運転時緩み等が発生しない様に対策を講ずること。

 1 屋外取付け部材等は防錆対策を施すこと。

EPS等に設置する、ケーブル・配管等は、銘板等で表示すること。

既設建物内の不要な設備は全て撤去とする。

20

19 文化財保護法を十分に理解の上、施工すること。

既設建物において配管・配線が露出する場所は意匠を損なわないように施工すること。

 
・
 
撤
 
去
 
工
 
事

　・ 再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 引渡しを要するもの（ ・ 図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　 同上の処理方法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　図示による。

　・ アスベスト含有分析調（ ・ 定性分析　　・ 定量分析）ただし費用は別途とする。

　　 平成18年8月21日　基安化発第0821002号）におけるJIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方

　　 分析方法は「建材中の石綿含有率の分析方法について」（厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質

 ２ 冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。

 １ 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収及び

　　破壊の実施の確保等に関する法律」による。

　　（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し

　　（イ）フロン類引取証明書

　　ただし、冷媒の回収等の費用は（　・ 本工事　　・ 別途　）とする。

　　 法」による。

 ・ 撤去方法　（ ・ 図示による　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（ウ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）

　１ 撤　去　内　容

　２ 支 持 金 物 等

　３ アスベスト含有調査等

　４ 冷媒（フロン類）の回収

　５ 発生材の処理等

　ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。

　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　屋外）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。○○
○

○○  １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　

 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。

○

○○○

 ２ 事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

　コンクリート埋設部のＸ線探査は（ ・ 要　　・ 不要 ）とする。

　既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。

　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）

○

（14）屋外設置の弁計装配管等のプルボックス等には用途表示を行うこと。

（13）屋外設置の弁図示なくとも、水抜き弁、分岐弁、温度計、圧力計、風量測定口等、

　　　施工・管理上必要と思われる設備を見込むこと。

　　　但し、最低150mm以上とする。

（12）屋外設置の弁間接排水は、排水口空間を排水管の直径の２倍以上設ける。

（11）屋外設置の弁保守に必要な設備にはキャットウォークを設けること。

　　　排水溝に放流のこと。

（10）屋外設置の弁ポンプの排水類は間接排水とし、図示なくとも配管で最寄りの排水桝、

（ 9 ）屋外設置の弁水槽内の金物類はSUS鋼鋼材（304）とする。

（ 8 ）屋外設置の弁（弁棒）には防錆対策を設けること。

（ 7 ）PS内のダクト、配管には銘板等で明示すること。

（ 6 ）点検口は、点検時に支障とならない位置に設置し用途表示（点検口裏）を行う。

　　　　監督職員の指示により行い、工程に支障が起きないように努めること。

（ 5 ）受注者は、圧力損失、ポンプ揚程、配管・ダクトサイズ等の施工に必要な計算を

（ 4 ）振動を伴う機器類の取付・据付には運転時緩み等が発生しない様に対策を講ずること。

（ 3 ）防火区画貫通部の仕様は標準仕様書及び認定工法とする。

（ 2 ）屋外取付け部材等は防錆対策を施すこと。

（ 1 ）インバータ制御機器は全て、高調波対策品とする。　　<共通>

　 を貫通する配管については、認定工法により措置を行なう。

・ 給排水設備は令129条の2の5の規定に従う。防火区画及び､防火上主要な間仕切り

・ 各特殊排水処理設備の仕様構造については関係機関と協議確認後に施工する。

・ 土間下配管の支持は床筋から鋼製吊金物施工とする。　　<給排水衛生設備>

　 すべてドレン管を設け、最寄雨水側溝まで配管を行うこと。

・ 屋上に設置する空冷ヒートポンプエアコンやチラー等、ドレンを排出する室外機には

　 設置する防火ダンパーについては、認定品を用いる。

・ 防火区画及び、防火上主要な間仕切りを貫通するダクト、延焼ラインにかかるダクトに

・ 厨房フードにステンレス鋼製コック又は、プラグを取り付ける。

・ 給・排気ファンの各給・排気ダクトの接続はキャンパス継手にて接続のこと。

・ ベントキャップはSUS製とし、指定色焼付仕上げとする。

・ 排煙ダンパー及び排煙口は遠方復帰形とし､本体～操作函との連絡線は本工事とする。

・ 空調機、ファンユニット等のグリース給油を必要とする場合は遠隔給油口を設けるものとする。

・ 露出ファンコイルユニットの背面及天部に外板と同種のカバー板を取り付ける。

・ 煙突、煙道に排水弁32Aとレジスターを取り付ける。

・ 煙道の曲り部には掃除口を取り付ける400Φ以上のものは蝶番付とする。

・ 煙道板厚：300Φ以下は3.2mm，301Φ以上は4.5mm以上とする。　　<空調設備>

 　編)最新版」、「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)最新版」及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)

 　最新版」による。

(2)　建築工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

(3)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事

 　編)最新版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)最新版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)

 　最新版」による。

　個人情報の取扱い特記事項による。

１０

○

７

　　本工事は、受発注者の移動時間の削減や、感染症拡大予防のため、建設現場の遠隔臨場に関す

　る試行要領の内容に従い、実施することができる。

　　 電気設備工事編　最新版」

　　 機械設備工事編　最新版」

　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(最新版)による工事写真撮影ガイドブック

　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(最新版)による工事写真撮影ガイドブック

○ ○
○

○

○

○

○

 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針最新版」（独立行政

○

　20 容量等の表示

24 は　　つ　　り

25 ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設部のＸ線探査

26 穿　孔　作　業

27 ス　リ　ー　ブ

29 電　気　工　事

　30 吊り及び支持金物

○

富山県県黒部市石田　地内

鉄骨造 地上２ 992.80㎡

○

○

○
○

○
○

○

○

　重要機器　 ・ ボイラー　　　・ 冷凍機　　　　　・ 冷温水機　　　　・ 冷却塔

　(空調設備)

　・ 　(給排水衛生設備)

　　　　 　　・ 中央監視装置　　・ 空気調和機（ ・ ﾕﾆｯﾄ形　・ ｺﾝﾊﾟｸﾄ形　・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形）

　　　　 　　・ 水槽類（ ・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）　・ 排煙設備機器

　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建の場合は上層３階、

　13階建以上の場合は上層４層とする。

　　　　 　　・ 消火設備機器

　　注1) 上層階の定義は次による。

　　注2) 水槽類にはオイルタンク等を含むものとする。

　重要機器　 ・ 水槽類（ ・開放式貯湯槽　・　　　　　　・　　　　　　）

　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　　(給排水衛生設備)

　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定

　　　・ 飲料水の水質の測定

・ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則第4条第3項ｲで定められた16項目 ）

( ・ 水質基準に関する省令(平成15年厚生労働省令)に基づく50項目及び消毒の残留効果

　　　・ 風量調節　　　・ 水量調節　　　・ 室内外空気の温湿度の測定

　　　・ 室内気流及びじんあいの測定　　 ・ 騒音の測定

(空調設備)

　・ 本工事　　　・ 別途

○ ○

○ ○ ○
○

○

○

○

○

○
7

 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。

　　なお、保温材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・給湯以外

　　の暗渠内（ピット内を含む）及び屋外多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用する

　　ものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保温材を使用するものとする。

 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。

 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる

　　を使用する。

 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材

 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370

　　　-黒管は除く)。・ 機械室内　　・ (　　　　　)

 １ 適用の基準は以下の通りとする。

　　・機械設備：標準仕様書第２編第３章第２節による。

　　・電気設備：標準仕様書第１編第２章第７節による。

　　屋外及び多湿箇所は( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。

　　金属製のカバーによる外装を施す。なお、屋内用は（・カラー亜鉛鉄板　・　　　　　）、

○

○

○

○
○

○  １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。

 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

 １ 使用する機材等に「グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合するものとする。

　環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。

○
○

○
○

○

○
○

○

○ ○

○
○

 １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」による耐震安全性の分類は下記による。

○
○

○
○

　19 総　合　調　整

　21 保　　　　　温

　22 弁類の保護カバー

23 塗装及び防錆工事

　28 試　　　　　験

くろべ工房石田 新築工事 日付工事名称

図面名称 縮尺

図面番号
　記事

2026.06

機械設備　特記仕様書１
A3:－

A1:－
M-01

機　械１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

富山県黒部市田家新899-1

山口設計
ｔｅｌ (0765)52-1180
Ｆａｘ (0765)57-2280



　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）

　３ 衛生器具ユニット

　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない

　手洗器は止水栓付とする。

　別図による。

　別図による。（ユニット内配管材料共）

　１ 衛生器具付属水栓

　２ 洗　　面　　器

　４ 浴室・シャワーユニット

　５ 和風大便器耐火カバー

　・ 上水（ ・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　

　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　

　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。

　給水管の最小口径は20mmとする。

　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）

　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）

　１ 給　水　方　式

　２ 配　管　材　料

　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ 子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）

　・ 水道業者指定品（ ・ 貸与品　　・ 買取り ）　・ 標準図ＭＣ型

　３ 量　　水　　器

　４ 量　水　器　桝

　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。

　・ 標準図による。

　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）

　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）

　６ 弁　　　　　桝

　５ 弁　　　　　類

　図示の位置に取り付ける。

　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

　７ 絶　縁　継　手

　８ 水　　　　　栓

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　９ 水　　栓　　柱

　10 引込納付金等

　井水管の吊りバンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

 
・
 
給
 
水
 
設
 
備

 
・
 
衛
生
器
具
設
備

　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）

　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）

　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

 
・
 
給
 
湯
 
設
 
備

　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。

　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5

　・ フード等用簡易自動消火

　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）

　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）

 
・
 
消
 
火
 
設
 
備

　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）

　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　

　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 連結散水

　１ 配　管　材　料

　２ 絶　縁　継　手

　３ 弁　　　　　類

　４ ガ ス 湯 沸 器

　５ ガス湯沸器の接続

　６ 保　　　　　温

　１ 消火設備の種類

　２ 配　管　材　料

　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）

　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）

　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）

　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）

        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）

　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）

　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）

　１ 排　水　方　式

　２ 配　管　材　料

　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　・ 耐火二層管（VP）

　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅸとする。

　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）は防凍保温を行うものとし、仕様は

　給水管の項による。

 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要

 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要

　３ 保    　　　温

　４ 地中埋設標等

 
・
 
排
 
水
 
設
 
備

 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温

 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。

 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

 　(1) 付属物

 　(2) ばいじん濃度計

　１ 設 計 温 湿 度

　２ 煙　　　　道

　３ ダ　　ク　　ト

　７ 配　管　材　料

　４ 風 量 測 定 口

　５ チ ャ ン バ ー

　６ ダ　ン　パ　ー

　８ 弁　　　　　類

　　　　　℃ 　　　　　％ 　　　　　℃ 　　　　　％ 　　　　　℃ 　　　　　％

　　　　　％　　　　　℃　　　　　％　　　　　℃　　　　　％　　　　　℃夏　季

冬　季

湿度(RH)温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

室　　　　　　内
外　　　　　気

34.9 55.8

-1.0 72.3

　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。

　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )

　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））

　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）

　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）・保温付ポリエチレン管

　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　

　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）

　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）

 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。

 ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン

　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。

 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又

　　は間接排水口に導く。

 １ 防煙ダンパー　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

 ２ ピストンダンパー　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

　　　　　　　　　　 　　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。

　・ 取付位置は図示による。

  ・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）

  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）

　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　・ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管

　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　９ 温　　度　　計 　次の位置に取り付ける。なお、温度計は円形指示計とする。

　12 油面制御装置

　13 遠隔油量指示計

　14 絶　縁　継　手

　次の位置に取り付ける。

　　・ 冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ ボイラーの温水管（返り）

　　・ 吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）

　　・ 空気調和機(パッケージ型を含む)のサプライチャンパー、レタンダクト、外気取り入れダクト及び

　　・ 冷温水ヘッダー(往)冷温水ヘッダーの各返り管

　　　 レタンチャンバー

　　・ 冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）

　　・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

　次の管に取り付ける。なお、瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とする。

　　・ 冷凍機の冷水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 吸収冷温水発生機の冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　制御盤には（ ・ 遠隔警報　　・　電磁弁制御　　・　　　　　　）の端子を設ける。

　　・ 冷温水ヘッダーの（・各送り管 ・各返り管）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

　図示の位置に取り付ける。

　図示の位置に取り付ける。

　11 瞬間流量計又は瞬間

 　　流量計取付用タッピング

　15 保温及び遮音

　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・給湯以外の暗渠内（ピット内を

　　含む）及び屋外多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び

　　煙道はロックウール保温材を使用するものとする。

 
・
 
空
 
気
 
調
 
和
 
設
 
備
 

　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高

　　　 さ+10mm以上とする。

　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。

　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。

　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。

　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。

　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。

　　・ 外気取入ダクトの保温要　( ・ 全て　　　・ 　　　 )

　　・ 排気ダクトの保温要　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)

　　・ 返りダクトの保温要

　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・ SUSラッキング）とする。

 　　　SUSラッキング内部はポリスチレンフォーム保温筒で保護する。

　４  標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。

　　温水、蒸気、冷水、冷温水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱で

　きる金属製のカバーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外

　及び多湿箇所は( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。

　16 弁類の保護カバー

　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）

　３ 排煙口開放及び復帰方式

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））
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　図示した位置に取り付ける。

　空気調和設備の当該項目による。

　空気調和設備の当該項目による。

　次のダクトは保温を行う。

　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。

　図示による。

　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。

　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　

　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)

　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式

　１ ダ　　ク　　ト

　２ 風 量 測 定 口

　３ ダ　ン　パ　ー

　４ シールする排気ダクトの系統

　５ チ ャ ン バ ー

　６ 保　　　　　温

　７ 24 時 間 換 気

　１ ダ　　ク　　ト

　２ 排煙口の形式

　４ 排煙風量測定

　　・ 外気ダクト（図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）

　　・ 多湿箇所のダクト（範囲は図示による。）

　　・ 排気ダクトの保温要（範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）

 
・
 
自
動
制
御
設
備

　図示による。

 １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。）

 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

 
・
 
消
 
火
 
器
 
設
 
備

　１ 機　　械　　室

　２ 貯 油 槽 施 設

　２ 電気計装用機材

　準じる。

　建築設備定期検査業務基準書（2016年版）（(一財)日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の検査方法に

　概略寸法とする。

　図示による。

　・ 都市ガス（ 発熱量：　　　　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス

　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）

　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）

　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）

　・ 本工事（ 　6　本組）　　・ 別途工事

　・ 本工事　　　　・ 貸与

　別途（ ・ 50kg　　・　　　　） ×　　　本

　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による

　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。

　設置する（埋設シート共）

　・ 要　　　・ 不要　

　・ 要　　　・ 不要　

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　２ 機 器 の 寸 法

　１ シ　ス　テ　ム

　３ 機 器 機 能 等

 
・
 
ガ
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設
 
備

　１ 使　用　ガ　ス

　２ 配　管　材　料

　３ ガス集合装置

　４ ガスメーター

　５ 充 て ん 容 量

　６ 転 倒 防 止 等

　７ 地 中 埋 設 標

　８ 漏洩検知装置

　10 引 込 負 担 金

　９ 電　気　防　食

　送水管　・ 

　散水管　・　　

　材質は　　　　　　とし、形式は図示による。

　・ 図示による　　　・ 図面に特記のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　１ 配　管　材　料

　２ ノズル・ドレン

　３ 弁　　　　　類

　１ 対象人員及び型式等

　２ 消　　毒　　剤

　３ 試験運転調整

　図示による。

　１ヶ月相当分以上を納入する。

　浄化槽使用開始3ヶ月後、1回放流水質の測定結果を報告する。
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　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　２ 貯 油 槽 施 設

　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。

　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。

　図示の位置に取り付ける。

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）

　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)

　３ 洗面器等の排水管

　４ 満水試験継手

　５ 放流納付金等

　・ 合成樹脂製　　　　　・　アルミ製
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・給排水衛生設備　工事種目(○印をつけたものを適用する。)
・ 衛 生 器 具 設 備

・ 消 火 設 備

・ さ く 井 設 備

・ 給 水 設 備

・ 消 火 器 設 備

・ 融 雪 設 備

・ 排 水 設 備

・ 厨 房 設 備

・ 浄 化 槽 設 備

・ 給 湯 設 備

・ ガ ス 設 備

○ ○ ○ ○
○

　１ ガス瞬間湯沸器 10

 
・
 
融
雪
設
備

・空調設備　工事種目(○印をつけたものを適用する。)
・　空気調和機設備

・　換 気 設 備 ・　換気ダクト設備 ・　排煙ダクト設備・　排 煙 設 備

・　冷熱機設備・　ボイラー及び付属機器設備・　空調ダクト設備○
○ ○
・　自動制御設備

一 般 系 統

―

―

　１ システム構成その他

　・ ドライシステム　　　・ 

　10 圧　　力　　計
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機械設備　特記仕様書２
A3:－

A1:－
M-02

機　械１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

富山県黒部市田家新899-1

山口設計
ｔｅｌ (0765)52-1180
Ｆａｘ (0765)57-2280

くろべ工房石田 新築工事 日付工事名称

図面名称 縮尺

図面番号
　記事

　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）

　３ 衛生器具ユニット

　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない

　手洗器は止水栓付とする。

　別図による。

　別図による。（ユニット内配管材料共）

　１ 衛生器具付属水栓

　２ 洗　　面　　器

　４ 浴室・シャワーユニット

　５ 和風大便器耐火カバー

　・ 上水（ ・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　

　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　

　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。

　給水管の最小口径は20mmとする。

　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）

　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）

　１ 給　水　方　式

　２ 配　管　材　料

　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ 子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）

　・ 水道業者指定品（ ・ 貸与品　　・ 買取り ）　・ 標準図ＭＣ型

　３ 量　　水　　器

　４ 量　水　器　桝

　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。

　・ 標準図による。

　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）

　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）

　６ 弁　　　　　桝

　５ 弁　　　　　類

　図示の位置に取り付ける。

　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

　７ 絶　縁　継　手

　８ 水　　　　　栓

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　９ 水　　栓　　柱

　10 引込納付金等

　井水管の吊りバンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。
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　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）

　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）

　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

 
・
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湯
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　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。

　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5

　・ フード等用簡易自動消火

　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）

　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）

 
・
 
消
 
火
 
設
 
備

　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）

　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　

　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 連結散水

　１ 配　管　材　料

　２ 絶　縁　継　手

　３ 弁　　　　　類

　４ ガ ス 湯 沸 器

　５ ガス湯沸器の接続

　６ 保　　　　　温

　１ 消火設備の種類

　２ 配　管　材　料

　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）

　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）

　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）

　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）

        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）

　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）

　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）

　１ 排　水　方　式

　２ 配　管　材　料

　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　・ 耐火二層管（VP）

　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅸとする。

　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）は防凍保温を行うものとし、仕様は

　給水管の項による。

 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要

 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要

　３ 保    　　　温

　４ 地中埋設標等

 
・
 
排
 
水
 
設
 
備

 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温

 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。

 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

 　(1) 付属物

 　(2) ばいじん濃度計

　１ 設 計 温 湿 度

　２ 煙　　　　道

　３ ダ　　ク　　ト

　７ 配　管　材　料

　４ 風 量 測 定 口

　５ チ ャ ン バ ー

　６ ダ　ン　パ　ー

　８ 弁　　　　　類

　　　　　℃ 　　　　　％ 　　　　　℃ 　　　　　％ 　　　　　℃ 　　　　　％

　　　　　％　　　　　℃　　　　　％　　　　　℃　　　　　％　　　　　℃夏　季

冬　季

湿度(RH)温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

室　　　　　　内
外　　　　　気

34.9 55.8

-1.0 72.3

　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。

　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )

　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））

　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）

　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）・保温付ポリエチレン管

　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　

　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）

　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）

 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。

 ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン

　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。

 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又

　　は間接排水口に導く。

 １ 防煙ダンパー　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

 ２ ピストンダンパー　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

　　　　　　　　　　 　　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。

　・ 取付位置は図示による。

  ・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）

  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）

　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　・ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管

　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　９ 温　　度　　計 　次の位置に取り付ける。なお、温度計は円形指示計とする。

　12 油面制御装置

　13 遠隔油量指示計

　14 絶　縁　継　手

　次の位置に取り付ける。

　　・ 冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ ボイラーの温水管（返り）

　　・ 吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）

　　・ 空気調和機(パッケージ型を含む)のサプライチャンパー、レタンダクト、外気取り入れダクト及び

　　・ 冷温水ヘッダー(往)冷温水ヘッダーの各返り管

　　　 レタンチャンバー

　　・ 冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）

　　・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

　次の管に取り付ける。なお、瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とする。

　　・ 冷凍機の冷水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 吸収冷温水発生機の冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　制御盤には（ ・ 遠隔警報　　・　電磁弁制御　　・　　　　　　）の端子を設ける。

　　・ 冷温水ヘッダーの（・各送り管 ・各返り管）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

　図示の位置に取り付ける。

　図示の位置に取り付ける。

　11 瞬間流量計又は瞬間

 　　流量計取付用タッピング

　15 保温及び遮音

　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・給湯以外の暗渠内（ピット内を

　　含む）及び屋外多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び

　　煙道はロックウール保温材を使用するものとする。

 
・
 
空
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　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高

　　　 さ+10mm以上とする。

　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。

　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。

　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。

　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。

　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。

　　・ 外気取入ダクトの保温要　( ・ 全て　　　・ 　　　 )

　　・ 排気ダクトの保温要　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)

　　・ 返りダクトの保温要

　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・ SUSラッキング）とする。

 　　　SUSラッキング内部はポリスチレンフォーム保温筒で保護する。

　４  標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。

　　温水、蒸気、冷水、冷温水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱で

　きる金属製のカバーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外

　及び多湿箇所は( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。

　16 弁類の保護カバー

　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）

　３ 排煙口開放及び復帰方式

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））
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　図示した位置に取り付ける。

　空気調和設備の当該項目による。

　空気調和設備の当該項目による。

　次のダクトは保温を行う。

　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。

　図示による。

　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。

　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　

　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)

　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式

　１ ダ　　ク　　ト

　２ 風 量 測 定 口

　３ ダ　ン　パ　ー

　４ シールする排気ダクトの系統

　５ チ ャ ン バ ー

　６ 保　　　　　温

　７ 24 時 間 換 気

　１ ダ　　ク　　ト

　２ 排煙口の形式

　４ 排煙風量測定

　　・ 外気ダクト（図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）

　　・ 多湿箇所のダクト（範囲は図示による。）

　　・ 排気ダクトの保温要（範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）
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　図示による。

 １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。）

 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )
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　１ 機　　械　　室

　２ 貯 油 槽 施 設

　２ 電気計装用機材

　準じる。

　建築設備定期検査業務基準書（2016年版）（(一財)日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の検査方法に

　概略寸法とする。

　図示による。

　・ 都市ガス（ 発熱量：　　　　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス

　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）

　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）

　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）

　・ 本工事（ 　6　本組）　　・ 別途工事

　・ 本工事　　　　・ 貸与

　別途（ ・ 50kg　　・　　　　） ×　　　本

　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による

　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。

　設置する（埋設シート共）

　・ 要　　　・ 不要　

　・ 要　　　・ 不要　

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　２ 機 器 の 寸 法

　１ シ　ス　テ　ム

　３ 機 器 機 能 等

 
・
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　１ 使　用　ガ　ス

　２ 配　管　材　料

　３ ガス集合装置

　４ ガスメーター

　５ 充 て ん 容 量

　６ 転 倒 防 止 等

　７ 地 中 埋 設 標

　８ 漏洩検知装置

　10 引 込 負 担 金

　９ 電　気　防　食

　送水管　・ 

　散水管　・　　

　材質は　　　　　　とし、形式は図示による。

　・ 図示による　　　・ 図面に特記のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　１ 配　管　材　料

　２ ノズル・ドレン

　３ 弁　　　　　類

　１ 対象人員及び型式等

　２ 消　　毒　　剤

　３ 試験運転調整

　図示による。

　１ヶ月相当分以上を納入する。

　浄化槽使用開始3ヶ月後、1回放流水質の測定結果を報告する。
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　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　２ 貯 油 槽 施 設

　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。

　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。

　図示の位置に取り付ける。

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）

　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)

　３ 洗面器等の排水管

　４ 満水試験継手

　５ 放流納付金等

　・ 合成樹脂製　　　　　・　アルミ製
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・給排水衛生設備　工事種目(○印をつけたものを適用する。)
・ 衛 生 器 具 設 備

・ 消 火 設 備

・ さ く 井 設 備

・ 給 水 設 備

・ 消 火 器 設 備

・ 融 雪 設 備

・ 排 水 設 備

・ 厨 房 設 備

・ 浄 化 槽 設 備

・ 給 湯 設 備

・ ガ ス 設 備

○ ○ ○ ○
○

　１ ガス瞬間湯沸器 10

 
・
 
融
雪
設
備

・空調設備　工事種目(○印をつけたものを適用する。)
・　空気調和機設備

・　換 気 設 備 ・　換気ダクト設備 ・　排煙ダクト設備・　排 煙 設 備

・　冷熱機設備・　ボイラー及び付属機器設備・　空調ダクト設備○
○ ○
・　自動制御設備

一 般 系 統

―

―

　１ システム構成その他

　・ ドライシステム　　　・ 

　10 圧　　力　　計
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機械設備　特記仕様書２
A3:－

A1:－
M-02

機　械１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

富山県黒部市田家新899-1

山口設計
ｔｅｌ (0765)52-1180
Ｆａｘ (0765)57-2280

くろべ工房石田 新築工事 日付工事名称

図面名称 縮尺

図面番号
　記事



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械

M-03
A1:1/100

A3:1/200
機械設備　衛生器具表・凡例

2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

名　　　　称

室　　　　名　

合
　
　
　
　
計

　
屋
　
　
外

１　　　　階 ２　　　　階

仕　　　　　様

前
室
１

便
所
１

便
所
２

洗
濯
室

訓
練
作
業
室
１

医
務
コ
｜
ナ
｜

静
養
室
３

脱
衣
室

浴
室

前
室
２

職
員
便
所
１

職
員
便
所
２

事
務
室

作
業
訓
練
室
２

個
室
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ

多
目
的
Ｗ
Ｃ

男
子
Ｗ
Ｃ

食
堂

厨
房

洋風便器 CS597BMS,SH596BAYR,TCF5514AUY,YH702 10 1 1 1 1 2 3

車いす対応便器 CS20AB,SH30BA,TCF5514AUY,YH702 0

1バリアフリー便器 C111,TC111Z,EWC410R,TEFV75UA,TES47UR,YH702　他付属品一式 3 2

1

小便器 UFH500,TEA62ADS,T9R 2 2

洗面器 MLHM(L=1,300),TLE33SM3A,TL345C,MX60022P,M9P40A,MX6044 2 1 1

洗面器 L210C,TEL28SS1A,TL250D,TLDP2105JA 3 1 1 1

手洗器 LSH90BAPT 1 1

汚物流し SKL330TNNNR(補高台付) 4 1 1 1 1

バス水栓 TMF47ARRA 1 1

シャワー水栓 TMN40TY1(ホースL=2,000),TS135GY12RR 1 1

シングルレバー混合水栓 TKS05316J 10 2 2 2 1 3

レバー単水栓 T130AEQF13C 3 3

洗濯機用水栓 TW11GR 2 2

厨房水栓（水） T131SUN13C 3 3

厨房水栓（湯） T131LUN13H 3 3

横水栓 T28UNH13,SUS埋込ボックス 4 4

化粧鏡 YM4575F 6 1 1 1 2 1

Ｌ型手すり T112CL10(L/R兼用) 11 1 1 2 1 2 1 3

はね上げ手すり T112HK7R 3 2 1

小便器用手すり T112CU22 1 1

洗面カウンター手すり T112CP5S×2 1 1

電気温水器 REW12A1BKSCM 1 1

ガス給湯機（GHW-1-1） 壁掛形24号　強制吸排気(FF)型　オートタイプ 1 1

ガス消費量54.0kW(LPG)　　1φ100V140W

標準リモコン(本体付近及び浴室　※設置位置は職員の使用高さ)、

リモコンケーブル、循環配管及び金物、配管カバー、

給排気筒（断熱及びSUSラッキング）、給排気トップ　共

RUF-E2401SAFF(A)

ガス給湯機（GHW-1-2） 壁掛形16号　強制吸排気(FF)型　給湯専用タイプ 1 1

ガス消費量31.0kW(LPG)　　1φ100V49W

標準リモコン(本体取付)、配管カバー、

給排気筒（断熱及びSUSラッキング）、給排気トップ　共

RUX-E1610FFU(A)

ガス給湯機（GHW-2-1） 壁掛形32号　強制吸排気(FF)型　給湯専用タイプ 1 1

ガス消費量68.0kW(LPG)　　1φ100V99W

標準リモコン、リモコンケーブル、配管カバー、

給排気筒（断熱及びSUSラッキング）、給排気トップ　共

RUXC-A3200FF(A)

衛　生　器　具　表

ＬＰＧ集合装置（LPG-1） 自動切換調整器付　50kgボンベ×6本立 1

高圧・低圧配管キット、転倒防止ベルト、容器収納庫（基礎H=150）　共

1

グリストラップ（GT-1） 屋外埋設型　FRP製　パイプ流入式　許容流入量75L/min　３槽式 1 1

溶融亜鉛めっき蓋、保護コンクリート　共

・ガス給湯器の加熱能力、消費電力、燃料消費量はJIS S 2109で規定された値

G

G

ロックウール
　　保温筒

金属製配管
モルタル充填

保温材

配管の床（耐火構造60分）貫通部施工要領

冷媒管の間仕切壁（耐火構造60分）貫通部施工要領

凡 例

給水管

名 称

耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）

ポリエチレン粉体ライニング鋼管（SGP-PB）

使 用 材 料記 号

JWWA K 132

JWWA K 118 地中埋設部

使 用 区 分規 格

給湯管 一般配管用ステンレス鋼鋼管

排水管

ガス管

JIS G 3448

配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3452

地中埋設部ポリエチレン外面被覆鋼管 JIS G 3469

耐火二層管

通気管

屋外排水管 硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

JIS K 6741

JIS K 6741

フレキシブルジョイント

仕切弁

逆止弁

水栓

床上掃除口、掃兼ドレン

小口径桝

冷媒管

ドレン管

風量調整ダンパー

吸込口

吹出口

排気ダクト

外気ダクト

VD

OA

EA 亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

D 硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

冷媒用断熱被覆銅管R

JIS K 6741

外壁から１ｍは要保温

耐火二層管

耐火二層管 立管及び防火区画貫通部から1m

防火ダンパー FD

風量調整防火ダンパー FVD

VP管

耐荷重保護蓋
内蓋

台座

砕石

山砂

VU管

塩ビ製小口径桝施工要領（車両道路）

耐火二層管 立管及び防火区画貫通部から1m

配管の間仕切壁（耐火構造60分）貫通部施工要領

金属製配管

耐火二層管

冷媒管の床（耐火構造60分）貫通部施工要領

FVD

FD

VD

金属製配管

耐火二層管

モルタル充填

金属製配管

床 床

壁 壁

壁

床

壁壁

ダクトの壁（耐火構造60分）貫通部施工要領

保温あり

ダクトの壁（耐火構造60分）貫通部施工要領

保温なし

保温あり 保温なし 保温あり 保温なし

砕石

全熱交換給気ダクト

全熱交換還気ダクト RA

SA

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3452 厨房系統

▼GL

保温材

鋼製スリーブ

モルタル充填

ロックウール保温筒

鋼製スリーブ

モルタル充填

ロックウール充填または
またはモルタル埋戻し

Aパッドまたは

液管

ガス管

熱膨張性シート

ケーブル

熱膨張性シート

ガス管

鋼製スリーブ

アルミテープ

厚さ0.3mm以上、
長さ80mm以上の鋼製スリーブ

ロックウール
またはモルタル

液管

アルミテープ

Aパッドまたは

20mm以下
壁面からのはみ出し

国土交通大臣認定番号：PS060WL-0130

ロックウール
またはモルタル

ガス管

熱膨張性シート

アルミテープ

液
管

ガ
ス

管Aパッドまたは液管 ロックウール充填または
またはモルタル埋戻し

アルミテープ
ケーブル

床面からのはみ出し
20mm以下 Aパッドまたは

熱膨張性シート

国土交通大臣認定番号：PS060FL-0129

　　　　　　　　　　　PS060FL-0185

国土交通大臣認定番号：床PS060FL-0391

　　　　　　　　　　　壁PS060WL-0312

　　　　　　　　　　　壁PS060WL-0312

国土交通大臣認定番号：床PS060FL-0391

　　　　　　　　　　　壁PS060WL-0312

国土交通大臣認定番号：床PS060FL-0391

国土交通大臣認定番号：床PS060FL-0391

　　　　　　　　　　　壁PS060WL-0312

吊金物
(脱落防止)

ロックウール

耐火パテ

1.6mm以上
検査口

FD

(450□以上)

点検口

吊金物
(脱落防止)

ロックウール

耐火パテ

グラスウール

検査口

FD

(450□以上)

点検口 天井

1.6mm以上

天井
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　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械
A1:1/150

A3:1/300
機械設備　衛生配置図・桝リスト

M-04
2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

Ｎ

配 置 図

附 近 見 取 図

石田小学校

根塚ｸﾘﾆｯｸ

石田

石田分団

黒部市消防団

西照寺

郵便局

石田
駐在所

長樹寺

一般県道

石田停車場線

主要地方道

至 入善

魚津･生地･入善線

石田小学校前

ﾗﾎﾟﾘｽB

ﾗﾎﾟﾘｽA

新町
公民館

桜井建設(株)

至 石田浜

至魚津方面

BM

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目T-15（3枚毎）

2.00

2階の延焼線

1階の延焼線

1
階

の
延

焼
線

2階
の

延
焼

線

鉄骨造2階建て

申請建物

準耐火建築物(ロ-2)

最高の高さ：9.5m

2階の延焼線

1階の延焼線

公共桝

量水器

町内ゴミ箱

北電柱

ﾎ06-00

No1

No2

NTT柱控え鉄
柱

引込柱

1.851.94

1.68

48.7m 12m

L=30.0m

12/100=0.12m

1.60W 1.60W

1.60W

1.48W

48.7/100=0.49m

1.11w

30/200=0.15m

1.45W

横
断

用
側

溝

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上げH-300

ｸ
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目
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-
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（
3
枚

毎
）

桜井建設(株)

植込み

障害福祉サービス事業

工事場所

車寄せスペース

車寄せスペース

水路

6529-5

6529-4

6529-8

農道

側溝

通路

確認申請上の道路でない

水路

通
路

M

M

M

駐車場Co

As

As
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As

T.1

T.2

2.02

53

81

11 7
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15
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82

1.35w
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1.68w

2.03
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1.53w 2.08

1.83

1.37w

1.81

1.85

0.97w

1.84

1.82

1.72

1.60

1.04w

2.11

1.85

1.85

1.35w

1.34w

1.84

1.85

1.34w

1.84

1.86

2.08

1.04w

1.54

1.66
1.63

1.49

0.95w

1.93

1.82

1.02w

1.671.73

1.90

1.90

1.82

1.10w

1.731.80

1.83 1.78

1.08w

1.83 1.88

1.88
1.82

1.06w
1.80

1.84

1.34w

1.86

1.74

1.90

1.66

2.01

2.20 2.202.20 2.20

1.94 1.941.94

1
.
94 2.
1
5

2.07

2.20

2.202.20
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天1.85

0.85w(管底）

1.85

9
.
2
2

3.43

56.72

5.67

2.
36

敷地境界線

敷
地

境
界

線

53.78
敷地境界線

4
0
.
9
3

道
路

境
界

線

法
4
2
条

1
項

1
号

道
 
路

側
溝

側
溝

側
溝

道
路

中
心

線

敷地境界線

敷地境界線

道
路
境
界
線

敷
地
境
界
線

2
6
.
4
1

道
路

境
界

線
植

込

100

15
0

150 150

100100

100100100

1
00

1
0
0

100

40

20

4
0

4
0

40

20

20

20
2
0

20

2
0

既設量水器に接続

既設公共桝に接続

桝　リ　ス　ト

記号 種　別 形状 桝深さ 管底 GL- 蓋 備考

1 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 300 300 樹脂製蓋150φ

2 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 310 310 樹脂製蓋150φ

3 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 320 320 樹脂製蓋150φ

4 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 390 390 樹脂製蓋150φ

5 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 410 410 樹脂製蓋150φ

6 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 440 440 樹脂製蓋150φ

7 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 450 450 樹脂製蓋150φ

8 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 550 550 樹脂製蓋150φ

9 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 570 570 樹脂製蓋150φ

10 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 620 620 樹脂製蓋150φ

11 小口径桝（インバート） 150φ － 100A ストレート 680 680 樹脂製蓋150φ

12 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 740 740 樹脂製蓋150φ

13 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 840 840 樹脂製蓋150φ

14 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 910 910 樹脂製蓋150φ

15 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 980 980 樹脂製蓋150φ

16 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 1,060 1,060 樹脂製蓋150φ

17 小口径桝（インバート） 150φ － 150A 90°曲 930 1,130 耐荷重用保護蓋150φ用 内蓋150φ

18 小口径桝（インバート） 150φ － 150A ストレート 940 1,200 耐荷重用保護蓋150φ用 内蓋150φ

19 小口径桝（インバート） 150φ － 150A ストレート 920 1,270 耐荷重用保護蓋150φ用 内蓋150φ

既設公共桝 1,000 1,350 

A 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 曲 300 300 樹脂製蓋150φ

B 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 390 390 樹脂製蓋150φ

C 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 440 440 樹脂製蓋150φ

D 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 510 510 樹脂製蓋150φ

E 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 曲 600 600 樹脂製蓋150φ

F 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 曲 300 300 樹脂製蓋150φ

G 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 390 390 樹脂製蓋150φ

H 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 曲 300 300 樹脂製蓋150φ

I 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 390 390 樹脂製蓋150φ
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　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械
A1:1/150

A3:1/300
機械設備　衛生配置図・桝リスト

M-04
2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

Ｎ

配 置 図

附 近 見 取 図

石田小学校

根塚ｸﾘﾆｯｸ

石田

石田分団

黒部市消防団

西照寺

郵便局

石田
駐在所

長樹寺
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2階の延焼線

1階の延焼線

公共桝

量水器

町内ゴミ箱

北電柱

ﾎ06-00

No1

No2

NTT柱控え鉄
柱

引込柱

1.851.94

1.68

48.7m 12m

L=30.0m

12/100=0.12m

1.60W 1.60W

1.60W

1.48W

48.7/100=0.49m

1.11w

30/200=0.15m

1.45W

横
断

用
側

溝

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上げH-300

ｸ
ﾞ
ﾚｰ

ﾁ
ﾝｸ

ﾞ
細

目
T
-
25

（
3
枚

毎
）

桜井建設(株)

植込み

障害福祉サービス事業

工事場所

車寄せスペース

車寄せスペース

水路

6529-5

6529-4

6529-8

農道

側溝

通路

確認申請上の道路でない

水路

通
路

M

M

M

駐車場Co

As

As

As

As

T.1

T.2

2.02

53

81

11 7

6

15

69

66

82

1.35w

1.85

1.91

1.94

1.68w

2.03

1.87

1.53w 2.08

1.83

1.37w

1.81

1.85

0.97w

1.84

1.82

1.72

1.60

1.04w

2.11

1.85

1.85

1.35w

1.34w

1.84

1.85

1.34w

1.84

1.86

2.08

1.04w

1.54

1.66
1.63

1.49

0.95w

1.93

1.82

1.02w

1.671.73

1.90

1.90

1.82

1.10w

1.731.80

1.83 1.78

1.08w

1.83 1.88

1.88
1.82

1.06w
1.80

1.84

1.34w

1.86

1.74

1.90

1.66

2.01

2.20 2.202.20 2.20

1.94 1.941.94

1
.
94 2.
1
5

2.07

2.20

2.202.20

2.00 2.00

2.00

2.00

2.20

天1.85

0.85w(管底）

1.85

9
.
2
2

3.43

56.72

5.67

2.
36

敷地境界線

敷
地

境
界

線

53.78
敷地境界線

4
0
.
9
3

道
路

境
界

線

法
4
2
条

1
項

1
号

道
 
路

側
溝

側
溝

側
溝

道
路

中
心

線

敷地境界線

敷地境界線

道
路
境
界
線

敷
地
境
界
線

2
6
.
4
1

道
路

境
界

線
植

込

100

15
0

150 150

100100

100100100

1
00

1
0
0

100

40

20

4
0

4
0

40

20

20

20
2
0

20

2
0

既設量水器に接続

既設公共桝に接続

桝　リ　ス　ト

記号 種　別 形状 桝深さ 管底 GL- 蓋 備考

1 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 300 300 樹脂製蓋150φ

2 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 310 310 樹脂製蓋150φ

3 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 320 320 樹脂製蓋150φ

4 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 390 390 樹脂製蓋150φ

5 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 410 410 樹脂製蓋150φ

6 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 440 440 樹脂製蓋150φ

7 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 450 450 樹脂製蓋150φ

8 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 550 550 樹脂製蓋150φ

9 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 570 570 樹脂製蓋150φ

10 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 620 620 樹脂製蓋150φ

11 小口径桝（インバート） 150φ － 100A ストレート 680 680 樹脂製蓋150φ

12 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 740 740 樹脂製蓋150φ

13 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 840 840 樹脂製蓋150φ

14 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 910 910 樹脂製蓋150φ

15 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°合流 980 980 樹脂製蓋150φ

16 小口径桝（インバート） 150φ － 100A 90°曲 1,060 1,060 樹脂製蓋150φ

17 小口径桝（インバート） 150φ － 150A 90°曲 930 1,130 耐荷重用保護蓋150φ用 内蓋150φ

18 小口径桝（インバート） 150φ － 150A ストレート 940 1,200 耐荷重用保護蓋150φ用 内蓋150φ

19 小口径桝（インバート） 150φ － 150A ストレート 920 1,270 耐荷重用保護蓋150φ用 内蓋150φ

既設公共桝 1,000 1,350 

A 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 曲 300 300 樹脂製蓋150φ

B 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 390 390 樹脂製蓋150φ

C 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 440 440 樹脂製蓋150φ

D 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 510 510 樹脂製蓋150φ

E 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 曲 600 600 樹脂製蓋150φ

F 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 曲 300 300 樹脂製蓋150φ

G 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 390 390 樹脂製蓋150φ

H 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 曲 300 300 樹脂製蓋150φ

I 小口径桝（雨水） 150φ － 100A 90° 合流 390 390 樹脂製蓋150φ
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※厨房内配管は厨房器具（別途工事）接続までを本工事とする
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１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

※厨房内配管は厨房器具（別途工事）接続までを本工事とする
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　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械

M-05
A1:1/100

A3:1/200
機械設備　衛生平面図

2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械

M-06
A1:－

A3:－
機械設備　空調機器表１

2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

1310.7/11.41001地域交流相談室1F室内機

23MSZ-BXV3625〇プレ33.3/29.710011,3801,2351,3804.23.61F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-9

149.9/11.11001らいとはうす事務室1F室内機

19MSZ-BXV2525〇プレ28.2/24.810011,1606257452.82.51F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-8

1311.1/11.72001脱衣室（北側）1F室内機

28MSZ-BXV4025S〇プレ34.8/3820012,2801,4801,660541F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-7

1311.1/11.72001脱衣室（南側）1F室内機

28MSZ-BXV4025S〇プレ34.8/3820012,2801,4801,660541F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-6

139.1/9.91001静養室３1F室内機

19MSZ-BXV2225〇プレ22.5/21.110011,1604706552.22.21F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-5

12.56.3/7.3/8/8.72001静養室２1F室内機

37PKZ-ZRMP28SL5〇プレ3820010.9880.7210.5752.82.51F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACR-1-4

12.56.8/8.2/9.4/10.72001前室１1F室内機

40PKZ-ERMP45SL5〇プレ4520012.051.381.14.541F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACR-1-3

12.56.3/7.3/8/8.72001相談室１1F室内機

37PKZ-ZRMP28SL5〇プレ3820010.9880.7210.5752.82.51F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACR-1-2

12.56.3/7.3/8/8.72001静養室１1F室内機

37PKZ-ZRMP28SL5〇プレ3820010.9880.7210.5752.82.51F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACR-1-1

5628/382003厨房2F室内機

75PCZ-ERMP140H5〇プレゴム〇8820036.654.073.811412.51F室外機1厨房用天吊形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-7

20+4.512/16/18/202003訓練作業室２（インテリア）2F室内機

39PLZ-ERMP63H5〇プレゴム〇4520032.121.471.446.35.61F室外機24方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-6

25+4.516/18/20/232003食堂2F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-5

25+4.516/18/20/232003プレイルームB2F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-4

20+4.512/16/18/202003プレイルームA2F室内機

39PLZ-ERMP63H5〇プレゴム〇4520032.121.471.446.35.61F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-3

25+4.516/18/20/232003作業室2F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ)空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-2

25+4.516/18/20/232003訓練作業室２（ペリメータ）2F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機24方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-1

25+4.516/18/20/232003訓練作業室１（インテリア）1F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-5

20+4.510/11/12/162003廊下１1F室内機

38PLZ-ERMP40H5〇プレゴム〇4520031.470.8480.75243.61F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-4

20+4.512/16/18/202003事務室1F室内機

39PLZ-ERMP63H5〇プレゴム〇4520032.121.471.446.35.61F室外機24方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-3

25+4.520/24/30/352003訓練作業室１（ペリメータ）1F室内機

67PLZ-ERMP112H5〇プレゴム〇8820035.182.472.3711.2101F室外機24方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-2

20+4.512/16/17/182003発達支援室1F室内機

38PLZ-ERMP56H5〇プレゴム〇4520032.251.311.255.651F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-1

[kg][Pa][m³ /min][V][Φ][W][kW][W][kW][W][kW][kW][kW]

ワイ
ヤレ
ス

ワイ
ヤー
ド

電圧相暖房暖房暖房暖房冷房冷房暖房冷房室情報階

質量備考リモコンフィルター防振ドレン
アップ

機外
静圧

送風量電源低温消費電力定格消費電力定格能力設置場所・系統区分台
数

形式名称機器番号

空　調　機　器　表　１

　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械

M-06
A1:－

A3:－
機械設備　空調機器表１

2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

1310.7/11.41001地域交流相談室1F室内機

23MSZ-BXV3625〇プレ33.3/29.710011,3801,2351,3804.23.61F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-9

149.9/11.11001らいとはうす事務室1F室内機

19MSZ-BXV2525〇プレ28.2/24.810011,1606257452.82.51F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-8

1311.1/11.72001脱衣室（北側）1F室内機

28MSZ-BXV4025S〇プレ34.8/3820012,2801,4801,660541F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-7

1311.1/11.72001脱衣室（南側）1F室内機

28MSZ-BXV4025S〇プレ34.8/3820012,2801,4801,660541F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-6

139.1/9.91001静養室３1F室内機

19MSZ-BXV2225〇プレ22.5/21.110011,1604706552.22.21F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-1-5

12.56.3/7.3/8/8.72001静養室２1F室内機

37PKZ-ZRMP28SL5〇プレ3820010.9880.7210.5752.82.51F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACR-1-4

12.56.8/8.2/9.4/10.72001前室１1F室内機

40PKZ-ERMP45SL5〇プレ4520012.051.381.14.541F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACR-1-3

12.56.3/7.3/8/8.72001相談室１1F室内機

37PKZ-ZRMP28SL5〇プレ3820010.9880.7210.5752.82.51F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACR-1-2

12.56.3/7.3/8/8.72001静養室１1F室内機

37PKZ-ZRMP28SL5〇プレ3820010.9880.7210.5752.82.51F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACR-1-1

5628/382003厨房2F室内機

75PCZ-ERMP140H5〇プレゴム〇8820036.654.073.811412.51F室外機1厨房用天吊形空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-7

20+4.512/16/18/202003訓練作業室２（インテリア）2F室内機

39PLZ-ERMP63H5〇プレゴム〇4520032.121.471.446.35.61F室外機24方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-6

25+4.516/18/20/232003食堂2F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-5

25+4.516/18/20/232003プレイルームB2F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-4

20+4.512/16/18/202003プレイルームA2F室内機

39PLZ-ERMP63H5〇プレゴム〇4520032.121.471.446.35.61F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-3

25+4.516/18/20/232003作業室2F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ)空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-2

25+4.516/18/20/232003訓練作業室２（ペリメータ）2F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機24方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-2-1

25+4.516/18/20/232003訓練作業室１（インテリア）1F室内機

56PLZ-ERMP80H5〇プレゴム〇5020032.772.011.9887.11F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-5

20+4.510/11/12/162003廊下１1F室内機

38PLZ-ERMP40H5〇プレゴム〇4520031.470.8480.75243.61F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-4

20+4.512/16/18/202003事務室1F室内機

39PLZ-ERMP63H5〇プレゴム〇4520032.121.471.446.35.61F室外機24方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-3

25+4.520/24/30/352003訓練作業室１（ペリメータ）1F室内機

67PLZ-ERMP112H5〇プレゴム〇8820035.182.472.3711.2101F室外機24方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-2

20+4.512/16/17/182003発達支援室1F室内機

38PLZ-ERMP56H5〇プレゴム〇4520032.251.311.255.651F室外機14方向天井カセット形(i-スクエアタイプ) 空冷ヒートポンプパッケージエアコンACP-1-1

[kg][Pa][m³ /min][V][Φ][W][kW][W][kW][W][kW][kW][kW]

ワイ
ヤレ
ス

ワイ
ヤー
ド

電圧相暖房暖房暖房暖房冷房冷房暖房冷房室情報階

質量備考リモコンフィルター防振ドレン
アップ

機外
静圧

送風量電源低温消費電力定格消費電力定格能力設置場所・系統区分台
数

形式名称機器番号

空　調　機　器　表　１



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械

M-07
A1:－

A3:－
機械設備　空調機器表２

2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

※室内外渡り配線及びリモコン配線工事は本工事

ドレンアップセット室内機：

防雪フード（SUS製）、基礎（コンクリート二次製品）

架台（溶融亜鉛メッキ、H=500）室外機：

＜付属品＞　エアコン共通

139.1/9.91001相談室２2F室内機

19MSZ-BXV2225〇プレ22.5/21.110011,1604706552.22.21F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-2-3

1310.7/11.41001静養室４2F室内機

23MSZ-BXV3625〇プレ33.3/29.710011,3801,2351,3804.23.61F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-2-2

1410.8/11.61001個室2F室内機

21MSZ-BXV2825〇プレ35.3/34.910011,3209108003.62.81F室外機1壁掛形空冷ヒートポンプルームエアコンACR-2-1

[kg][Pa][m³ /min][V][Φ][W][kW][W][kW][W][kW][kW][kW]

ワイ
ヤレ
ス

ワイ
ヤー
ド

電圧相暖房暖房暖房暖房冷房冷房暖房冷房室情報階

質量備考リモコンフィルター防振ドレン
アップ

機外
静圧

送風量電源低温消費電力定格消費電力定格能力設置場所・系統区分台
数

品名品名機器番号

空　調　機　器　表　２

・パッケージエアコンディショナの定格冷暖房能力、定格冷暖房消費電力はJIS B 8616で規定された値

・ルームエアコンディショナの定格冷暖房能力、定格冷暖房消費電力はJIS C 9612で規定された値

・送風機の電動機出力はJIS B 8330で規定された値

・送風機の消費電力はJIS C 9603で規定された値



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械

M-08
A1:1/100

A3:1/200
機械設備　換気機器表

2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

換　気　機　器　表

機器番号 区分 形式 番手
台
数

系統 風量 機外静圧

消費
電力

電源 エンタルピー
交換効率 イン

バー
タ―

送風量制御

24時間
換気

据付
方式

防振 フィルター 連動 備考
質量

階 室名
給気 排気 給気 排気 相 電圧 CO/CO2

濃度
冷房 暖房

[m³ /h] [m³ /h] [Pa] [Pa] [W] [Φ] [V] [%] [%] [kg]

FS-2-1 給気 ストレートシロッコファン 給気タイプ消音形 #1 1/2 1 2F 厨房 3,400 300 700 3 200 天埋 ゴム プレ BFS-210STUA2 26.5

FE-1-1 排気 ストレートシロッコファン 天吊埋込タイプ消音形 #1 1/4 1 1F 便所１ 他 450 150 87.5 1 100 天埋 ゴム BFS-50SUG2 13

FE-1-2 排気 ストレートシロッコファン 天吊埋込タイプ消音形 #1 1/4 1 1F 浴室 他 600 150 125 1 100 天埋 ゴム BFS-65SUG2 16

FE-1-3 排気 ストレートシロッコファン 天吊埋込タイプ消音形 #1 1/4 1 1F 職員便所１ 他 450 150 87.5 1 100 天埋 ゴム BFS-50SUG2 13

FE-1-4 排気 天井埋込形換気扇 低騒音 1 1F 洗濯室 100 50 15.5 1 100 天吊 ゴム プレ VD-15ZC14 2.6

FE-1-5 排気 パイプ用ファン 居室･洗面所用 湿度センサータイプ 1 1F 物置１ 50 50

6.7

1 100 壁付 V-12PHSD8 1.09

FE-1-6 排気 パイプ用ファン 居室･洗面所用 湿度センサータイプ 1 1F 物入３ 50 50 5 1 100 壁付 V-08PHSD8 0.7

FE-2-1 排気 ストレートシロッコファン 天吊埋込タイプ消音形 #1 1/4 1 2F 女子WC 他 600 150 125 1 100 天埋 ゴム BFS-65SUG2 16

FE-2-2 排気 天井埋込形換気扇 低騒音 1 2F 個室WC 100 50 15.5 1 100 天吊 ゴム プレ VD-15ZC14 2.6

FE-2-3 排気 パイプ用ファン 居室･洗面所用 湿度センサータイプ 1 2F 物置２ 100 50

5

1 100 壁付 V-08PHSD8 0.7

FE-2-4 排気 ﾊﾟｲﾌﾟ用ファン 居室･洗面所用 湿度センサータイプ 1 2F 物置３ 50 50 5 1 100 壁付 V-08PHSD8 0.7

FE-2-5 排気 ストレートシロッコファン 厨房用 #2 1 2F 厨房 3,500 400 2080 3 200 天埋 ゴム プレ FS-2-1 BFS-550TX2 84

AEX-1-1 同時給排 全熱交換器 天井埋込形 マイコンタイプ 1 1F 発達支援室 他 450 450 100 150 232 1 100 60.5 67 〇 天井カセット形 ゴム プレ EF-1-2 LGH-N50CX3 29

AEX-1-2 同時給排 全熱交換器 天井埋込形 マイコンタイプ 2 1F 訓練作業室１ 他 300 300 150 150 210 1 100 64 76 〇 天井埋込形 ゴム プレ EF-1-1 LGH-N35RX4 32

AEX-1-3 同時給排 全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ 1 1F 事務室 450 450 100 100 232 1 100 60.5 67 〇 天井カセット形 ゴム プレ LGH-N50CX3 29

AEX-1-4 同時給排 全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ 1 1F らいとはうす事務室 100 100 100 100 80 1 100 64 70 〇 天井カセット形 プレ EF-1-3 LGH-N15CX3 18

AEX-1-5 同時給排 全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ 1 1F 地域交流相談室 100 100 100 100 80 1 100 64 70 〇 天井カセット形 ゴム プレ LGH-N15CX3 18

AEX-2-1 同時給排 全熱交換器 天井埋込形 マイコンタイプ 2 2F 作業訓練室２ 他 300 300 150 150 210 1 100 64 76 〇 天井埋込形 ゴム プレ EF-2-1 LGH-N35RX4 32

AEX-2-2 同時給排 全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ 1 2F 作業室 250 250 128 1 100 61.5 69 〇 天井カセット形 ゴム プレ LGH-N25CX3 18

AEX-2-3 同時給排 全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ 1 2F プレイルームA 250 250 100 100 128 1 100 61.5 69 〇 天井カセット形 ゴム プレ LGH-N25CX3 18

AEX-2-4 同時給排 全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ 1 2F プレイルームB 250 250 100 100 128 1 100 61.5 69 〇 天井カセット形 ゴム プレ LGH-N25CX3 18

AEX-2-5 同時給排 1 2F 食堂 250 250 100 100 128 1 100 61.5 69 〇 天井カセット形 ゴム プレ LGH-N25CX3 18

AEX-2-6 同時給排 1 2F 個室 100 100 100 100 80 1 100 64 70 〇 天井カセット形 ゴム プレ LGH-N15CX3 18

AEX-2-7 同時給排 1 2F 相談室２ 100 100 100 100 80 1 100 64 70 〇 天井カセット形 ゴム プレ LGH-N15CX3 18

＜付属品＞　ストレートシロッコファン

フリープランアダプタ（全熱交換器と連動の機器）

＜付属品＞　全熱交換器

マイコン制御リモコン、インテリアパネル（天井カセット形）

100 100

全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ

全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ

全熱交換器 天井カセット形 マイコンタイプ

・送風機の消費電力はJIS C 9603で規定された値

・送風機の電動機出力はJIS B 8330で規定された値
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縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事
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2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文
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山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

カーテン

更衣

通　路

廊下３

カーテン

Y1

Y2

Y4

X1 X2 X4 X5X3

通
　
路

掃除具

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

Y1

Y2

リフター

X1 X2 X4 X5X3

２階　平面図

X5X3 X4X2X1

１階　平面図

X4X3X1 X2 X5

腰壁

廊下４

Y3

シャワー

FS
2-1

FE
2-5

FE
1-1

FE
1-2

FE
1-3

FE
1-7

FE
1-5

FE
1-6

FE
2-1

FE
2-2

FE
2-3

FE
2-4

AEX
1-1

AEX
1-3

AEX
1-2

AEX
1-2

AEX
1-4

AEX
1-5

AEX
2-1

AEX
2-1

AEX
2-2

AEX
2-4

AEX
2-5

AEX
2-6

AEX
2-7

FE
1-4

AEX
2-3

EA.G：3,500㎥/h
2,900W×300H（建築工事）
C.3,000W×600D×400H（GW25t内貼）

OA.G：3,400㎥/h
2,900W×300H（建築工事）
C.3,000W×600D×400H（GW25t内貼）

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）150φ×2

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）100φ

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）200φ×2

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）150φ×4

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）150φ×4

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）200φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ 丸形フラットフード

（防虫網付,SUS製）200φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ×5

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）200φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ×3

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ×3

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）200φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）150φ×2

FVD EA 500x300

FVD EA 300x300

FVD EA 300x200

VD EA 600x300

FVD OA 600x300

O
A 

1
5
0φ

OA 150φ

OA
 
15

0
φ

OA 150φ

O
A 

2
00

φ

OA 200φ

OA 150φ

OA
 
15

0
φ

O
A 

1
50

φ

O
A
 1

0
0φ

O
A
 1

5
0φ

OA
 
15

0
φ

O
A 

1
00

φ

OA
 
15

0
φ

O
A
 1

5
0φ

OA
 
10

0
φ

O
A
 1

0
0φ

O
A
 3

0
0x

2
00

O
A
 6

0
0x

3
00

OA 600x300

O
A 

6
00

x
30

0

OA 300x200

O
A 

5
00

x
30

0

SA 150φ

SA 100φ

SA 100φ

SA
 
15

0
φ

SA 100φ

S
A
 1

0
0φ

SA 100φ

SA 150φ

SA
 
15

0
φ

S
A
 1

5
0φ

SA 150φ

SA 150φSA 150φ

SA 200φ
S
A
 2

0
0φ

RA 150φ

RA
 
15

0
φ

R
A
 1

0
0φ

RA 100φ

RA 150φ
RA 100φ

R
A 

1
50

φ

RA
 
20

0
φ

RA 200φ

RA 100φ

RA 100φ

R
A
 1

5
0φ

RA
 
15

0
φ

RA 150φ

RA 150φ

RA 150φ

R
A
 1

5
0φ

RA 100φ

E
A 

1
50

φ

EA
 
15

0
φ

EA
 
15

0
φ

EA 200φ

EA
 
15

0
φ

EA 200φ

E
A 

1
50

φ

E
A 

2
00

φ

OA
 
20

0
φ

EA
 
10

0
φ

E
A 

1
50

φ

EA 150φ

EA
 
15

0
φ

E
A
 1

0
0φ

EA 100φ

E
A
 2

0
0φ EA 150φ

EA
 
1
50

φ

VD EA 200φ

EA 150φ

E
A 

2
0
0φ

EA 100φ

E
A 

1
00

φ

E
A 

1
50

φ

EA
 
15

0
φ

EA
 
10

0
φ

E
A
 1

0
0φ

E
A 

1
00

φ

EA 200φ

E
A 

1
50

φ

E
A 

1
50

φ

VD EA 200φ

EA 150φ

E
A 

2
00

φ

VD EA 200φ

E
A 

2
00

φ

EA 150φ

EA 150φ

E
A
 2

0
0φ

VD EA 200φ

E
A 

2
00

φ

EA
 
60

0
x3

0
0

1

2

3

7
,
3
0
0

作業室

ﾍﾞｯﾄﾞ

防音

ﾍﾞｯﾄﾞ

上部歯磨きコップ棚

10

20

22

1,200

H1200

H1200

DN

多目的 男子ＷＣ女子ＷＣ

6
,
2
0
0

1
0
,
3
0
0

2
5
0

上部歯磨きコップ棚

訓練作業室２

1
,
3
5
0

ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑＡ ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑＢ

食堂

物置２

相談室２

可
動

間
仕

切

DN 22

14

9,000 4,600 6,600 8,500

7
,
3
0
0

3
,
0
0
0

6
,
2
0
0

2
,
5
0
0

4
,
4
0
0

2
,
8
0
0

4
,
4
0
0

2
,
9
0
0

1
,
7
0
0

3
,
5
0
0

静養室４

WC

物入３

防音

ＷＣ

厨房

▲

▲

防音

吊り具

個室 7
0
0

6
,
2
0
0

3
,
0
0
0

事務室

防音

脱衣室

廊下１

ｾﾗﾋﾟｰﾍﾞﾝﾁ

(下部収納)

6
,
2
0
0

1
0
,
3
0
0

発達支援室

110
玄関１

便所１

便所２

物入１

物入２

前室１

前室２

ﾛｯｶｰ室

26.60ｍ2

医務コーナー

浴室
9.80ｍ2

静養室２

洗濯室

静養室３

訓練作業室１

ＰＳ

静養室１

物置１

相談室１階段

物入３

廊下２

UP

14

1
1
0

ﾍﾞ
ｯ
ﾄ
ﾞ

ﾍﾞｯﾄﾞ

ﾍﾞｯﾄﾞ

防音

職員便所１
職員便所２

跳上げﾍﾞﾝﾁ低 高

リフト寄せｽﾍﾟｰｽ
吊り具

UP

9,000 4,600 6,600 8,500

▲▲

防音

2
,
8
0
0

3
,
5
0
0

▲

6,600 8,5009,000 4,600
250

9,900 4,200 2,500 3,600 1,800 4,400 2,800

29,200

6,600 8,5009,000 4,600

250 250

屋
外
階
段

屋
外
階
段

玄関2

6
,
6
8
5

4
,
0
1
5

6
,
6
8
0

5
,
1
2
0

吊り具

地域交流相談室
らいとはうす事務室

▲

物置３

100

EV

200

EV

15人乗

100 200

15人乗

　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付くろべ工房石田 新築工事

機　械

M-12
A1:1/100

A3:1/200
機械設備　換気ダクト平面図

2026.06

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

カーテン

更衣

通　路

廊下３

カーテン

Y1

Y2

Y4

X1 X2 X4 X5X3

通
　
路

掃除具

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

Y1

Y2

リフター

X1 X2 X4 X5X3

２階　平面図

X5X3 X4X2X1

１階　平面図

X4X3X1 X2 X5

腰壁

廊下４

Y3

シャワー

FS
2-1

FE
2-5

FE
1-1

FE
1-2

FE
1-3

FE
1-7

FE
1-5

FE
1-6

FE
2-1

FE
2-2

FE
2-3

FE
2-4

AEX
1-1

AEX
1-3

AEX
1-2

AEX
1-2

AEX
1-4

AEX
1-5

AEX
2-1

AEX
2-1

AEX
2-2

AEX
2-4

AEX
2-5

AEX
2-6

AEX
2-7

FE
1-4

AEX
2-3

EA.G：3,500㎥/h
2,900W×300H（建築工事）
C.3,000W×600D×400H（GW25t内貼）

OA.G：3,400㎥/h
2,900W×300H（建築工事）
C.3,000W×600D×400H（GW25t内貼）

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）150φ×2

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）100φ

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）200φ×2

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）150φ×4

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ

ベントキャップ
（防虫網付,SUS製）150φ×4

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）200φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ 丸形フラットフード

（防虫網付,SUS製）200φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ×5

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）200φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ×3

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）100φ×3

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）200φ

丸形フラットフード
（防虫網付,SUS製）150φ×2

FVD EA 500x300

FVD EA 300x300

FVD EA 300x200

VD EA 600x300

FVD OA 600x300

O
A 

1
5
0φ

OA 150φ

OA
 
15

0
φ

OA 150φ

O
A 

2
00

φ

OA 200φ

OA 150φ

OA
 
15

0
φ

O
A 

1
50

φ

O
A
 1

0
0φ

O
A
 1

5
0φ

OA
 
15

0
φ

O
A 

1
00

φ

OA
 
15

0
φ

O
A
 1

5
0φ

OA
 
10

0
φ

O
A
 1

0
0φ

O
A
 3

0
0x

2
00

O
A
 6

0
0x

3
00

OA 600x300

O
A 

6
00

x
30

0

OA 300x200

O
A 

5
00

x
30

0

SA 150φ

SA 100φ

SA 100φ

SA
 
15

0
φ

SA 100φ

S
A
 1

0
0φ

SA 100φ

SA 150φ

SA
 
15

0
φ

S
A
 1

5
0φ

SA 150φ

SA 150φSA 150φ

SA 200φ
S
A
 2

0
0φ

RA 150φ

RA
 
15

0
φ

R
A
 1

0
0φ

RA 100φ

RA 150φ
RA 100φ

R
A 

1
50

φ

RA
 
20

0
φ

RA 200φ

RA 100φ

RA 100φ

R
A
 1

5
0φ

RA
 
15

0
φ

RA 150φ

RA 150φ

RA 150φ

R
A
 1

5
0φ

RA 100φ

E
A 

1
50

φ

EA
 
15

0
φ

EA
 
15

0
φ

EA 200φ

EA
 
15

0
φ

EA 200φ

E
A 

1
50

φ

E
A 

2
00

φ

OA
 
20

0
φ

EA
 
10

0
φ

E
A 

1
50

φ

EA 150φ

EA
 
15

0
φ

E
A
 1

0
0φ

EA 100φ

E
A
 2

0
0φ EA 150φ

EA
 
1
50

φ

VD EA 200φ

EA 150φ

E
A 

2
0
0φ

EA 100φ

E
A 

1
00

φ

E
A 

1
50

φ

EA
 
15

0
φ

EA
 
10

0
φ

E
A
 1

0
0φ

E
A 

1
00

φ

EA 200φ

E
A 

1
50

φ

E
A 

1
50

φ

VD EA 200φ

EA 150φ

E
A 

2
00

φ

VD EA 200φ

E
A 

2
00

φ

EA 150φ

EA 150φ

E
A
 2

0
0φ

VD EA 200φ

E
A 

2
00

φ

EA
 
60

0
x3

0
0

1

2

3


	M-01_機械設備特記仕様書1_くろべ工房_20260624
	M-02_機械設備特記仕様書2_くろべ工房_20260624
	M-03_衛生器具表_くろべ工房_20260624
	M-04_衛生配置図_くろべ工房_20260624
	M-05_衛生平面図_くろべ工房_20260624
	M-06_空調機器表1_くろべ工房_20260624
	M-07_空調機器表2_くろべ工房_20260624
	M-08_換気機器表_くろべ工房_20260624
	M-09_換気計算_くろべ工房_20260624
	M-10_空調ダクト系統図_くろべ工房_20260624
	M-11_空調配管平面図_くろべ工房_20260624
	M-12_空調ダクト平面図_くろべ工房_20260624



